
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

日
本
共
産
党
滋
賀
県
地
方
議
員
団
は
１１
月
１１
日
、
厚
生

労
働
省
・
文
部
科
学
省
な
ど
六
省
に
２８
項
目
の
要
望
書
を

届
け
そ
の
実
現
を
求
め
て
交
渉
し
ま
し
た
。
毎
年
行
っ
て

き
た
政
府
交
渉
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
た
た

め
三
年
ぶ
り
。
交
渉
団
事
務
局
の
山
岡
議
員
は
、
事
前
の

現
地
調
査
や
県
交
渉
な
ど
を
ふ
ま
え
、
政
府
に
具
体
的
改

善
を
求
め
、
前
進
的
回
答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

●…

厚
生
労
働
省
で
は
、

第
八
波
が
懸
念
さ
れ
る
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
強
化
、
子

ど
も
に
係
る
国
保
の
均
等

割
拡
充
、
重
度
障
が
い
者

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備

の
国
庫
補
助
増
額
、
加
齢

性
難
聴
に
伴
う
補
聴
器
購

入
補
助
、
生
活
保
護
の
拡

充
な
ど
１０
項
目
を
要
求
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
は
従
来
の

全
数
把
握
に
改
め
る
よ
う

強
調
。
検
査
に
対
す
る
財

政
支
援
に
つ
い
て
は
「
行

政
支
援
は
２
分
の
一
、
地

方
単
独
の
場
合
は
臨
時
交

付
金
を
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
」
と
の
回
答
だ
っ
た

の
で
、「
臨
時
交
付
金
は
限

度
額
が
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
財
政
支
援
が

必
要
」
と
再
度
要
求
。 

●…

文
部
科
学
省
で
は
、

昨
年
９
月
、
特
別
支
援
学

校
に
設
置
基
準
が
設
け
ら

れ
た
も
の
の
既
存
の
学
校

は
「
努
力
義
務
」
と
さ
れ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、

「
超
過
密
・
大
規
模
化
で

特
別
教
室
を
普
通
教
室
に

転
用
し
た
り
、
厨
房
の
許

容
能
力
を
超
え
る
大
人
数

の
た
め
、
全
県
で
４
４
７

人
の
教
職
員
に
給
食
が
提

供
で
き
な
い
事
態
に
な
っ

て
い
る
」
と
し
て
「
既
存

学
校
に
も
設
置
基
準
を
適

用
し
て
早
期
に
施
設
改
善

を
は
か
る
こ
と
、
滋
賀
の

実
情
か
ら
考
え
る
と
分

離
・
新
設
す
る
こ
と
で
改

善
す
べ
き
」
と
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
「
設
置
基
準

に
示
さ
れ
て
い
る
基
準
で

既
存
校
も
施
設
整
備
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
補
助
率
も
拡
充
し
て

い
る
」
と
の
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
山
岡
議
員
は
「
昨

年
９
月
の
通
達
で
は
、
付

則
で
努
力
義
務
が
示
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
回
答
な
ら

ば
再
度
『
設
置
基
準
と
既

存
校
の
施
設
整
備
に
つ
い

て
』
の
通
達
を
全
国
に
発

信
す
る
べ
き
」
と
求
め
ま

し
た
。 

学
校
図
書
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
方
財
政
措
置
が

有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う

１０

月
末
に
新
た
な
通
達

を
だ
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
司
書
は

兼
務
で
は
な
く
「
1.3
校
に

一
人
配
置
」
で
き
る
よ
う

引
き
続
き
支
援
し
て
い
き

た
い
と
の
回
答
で
し
た
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
構
想
で
小
中
生

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

配
備
で
、
五
年
後
の
更
新

時
に
補
助
制
度
を
求
め
た

こ
と
に
は
「
全
国
か
ら
同

様
の
要
望
が
あ
り
、
大
き

な
課
題
で
あ
る
」
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。 

●…

国
土
交
通
省
で
は
、

信
楽
高
原
鐵
道
の
再
構
築

事
業
計
画
が
今
年
度
で
終

了
と
な
り
ま
す
が
、
引
き

続
き
財
政
支
援
を
強
く
求

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、「
優
先
採
択
に
は
な
ら

な
い
が
、
引
き
続
き
三
分

の
一
補
助
を
継
続
し
た

い
」
と
の
回
答
で
し
た
。 

文部科学省と交渉する議員団(上)、発言する

山岡光広議員(11 日、東京で) 

コロナ病床確保のための補助金が継続されることになりました。

国が１０月から補助金を減額する措置を推し進めようとしました

が、全国知事会や各地の日本共産党の相次ぐ政府交渉を反映して１

１月２１日に「都道府県知事の判断」によって削減対象除外するこ

とができるとの事務連絡を出しました。知事判断が重要なカギとな

るため２８日、日本共産党の山岡議員は、滋賀県知事に対して補助

金の継続を求めたところ「その方向で決済の手続き中」であること

を明らかにしました(写真)。 

 

11 月 10 日 

開かれた臨時議

会で、議会選出

の監査委員に全

会一致で選任さ

れました。 

 

  山岡議員が監査委員に選任されるのは、 

２年ぶり２度目。申し合わせにより、 

  任期は 2023 年 10 月まで。 

 


